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　Cat　 cry 　 syndrome は 第 5染色 体 の 短 腕 の 部 分 的 欠失

を み る もの で ，本疾 患 の 臨床 的特 徴 と し て は 乳児期 に 体

重 増加 不 良，子 猫 様 泣 き声，精神 発達遅滞，後頭 扁 平 を

伴 う小 頭，丸顔，両眼隔離 斜視，小 下 顎 症 な どを呈 す

る と さ れ て い る，

　今 回 ，Cat　cry 　syndrome と診断 さ れ た 精神発達 遅 滞

を伴 う　　　　　の 女 児 の 歯 科 矯 正 治療 を 行 い ，良好 な

経 過 な ら び に 結 果 を 得た ．

　 患 児 は 出生 時 に は 低 体 重，低 身 長，小 頭，泣 き 声 の 異

常，円 形顔 貌 な ど を塁 して お り，言 葉 の 発達 が や や 遅 れ

て い た．ま た ，初 診 時 の 身 長 ，体重 も標 準 よ り著 し く小

さ く，言葉 の 理 解力 も遅 れ て い た ．

　前歯部開咬 と叢生 を呈 して お り，顎 顔 面 の 特徴 と し て

は 下顔面高が 大 き く，上 顎 骨 の 大 き い 傾向 と下 顎 骨体 長

の 短 小 が 認 め られ た．また ，上 顎骨 の 前方位傾向 と下 顎

骨 の 後退 を示 し，下顎角，下顎 下縁平 面 の 開大 が 著 明 な

骨格性 の II級開咬症 例 で あ っ た．初 診 時 の 社会成熟度年

齢 （SA ）は 3．6歳 と低 く，社会成熟度指数 （SQ ）も 41 ．9

と著 し く劣 っ て い る状態で あ っ た が，治 療 の 進 行 と と も

に 協力的に な り，上 下 第
一．・

小 臼歯 の 抜 去 に よ る マ ル チ ブ

ラ ケ ッ ト装置 で の 治 療 も可 能 と な っ た．そ の 結果， ヒド

臼 歯 の 直立 と前歯部 の 舌側傾斜 を伴 う挺 出 に よ り開 咬 の

改 善が な さ れ ，良好 な 咬合関係 が 得 られ た．

　　　　　　　（日矯 歯 誌 　54 （3）：193〜202，1995 ）

　　　Acase 　report 　of 　openbite

malocclusion 　with 　Cat　cry　syndrome

　Cat　cry 　syndrome 　is　etiologically 　due　to　the　partial

lack　 of 　the　short 　arm 　of 　the　fifth　chromosome ．　This

disease　causes 　poor　increase　in　body　weight ，　cat−like

crying ，　mental 　retardation ，　rnicrocephaly ，　round 　face・

ocular 　hypertelorism，　squint 　and 　micrognathia ．

　 In　the　present 　study ，　an

　　female　patient，　who 　had　cat 　cry 　syndrome 　with

mental 　 retardation 　 and 　 complaned 　 of 　anterior 　 open

bite　 malocclusion ，　 was 　given　 orthodontic 　treatment ，

resulting 　in　g ｛｝od 　occlusion ．　 Her　 morphological

changes 　 resulting 　from　 orthodontic 　 treatment　 were

reported ，　and 　some 　problems 　of　erthodontic 　treat 皿 ent

for　handicapped 　patients　were 　discussed　in　the　report ．

　This　patient　was 　short 　and 　Iight　and 　had　microce ・

phaly ，　 abnormal 　 crying ，　 and 　 round 　 face　 at　 birth，

Furthermore ，　at 　her　first　visit 　to　our 　clinic ，　her　height

and 　weight 　were 　significantly 　below　standard ，　and 　she

had　poor 　understandjng 　of 　language，　 with 　a 　three
−

vear 　and 　six −nlonth −
01d 　s （♪cial 　maturity 　age 　and 　a　41，

9SOCial　matUrity 　qUOtient ．

　 Her　lower　face　was 　remarkably 　high，　her　 maxnla

was 　Iong　and 　protruded　anteriorly ，　and 　her　mandible

was 　short 　and 　retracted ．　The　gonial　 and 　mandibular

plane 　 angles 　 were 　 remarkably 　large　 and 　 showed

skeletal 　class 　II　 open 　bite．

　　　（」．Jpr1．　Orthod，　Soc．54（3）；193 〜202 ，ユ995 ＞
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矢印は ag　「
o 染色体 短腕の 部分 欠 失 を示 す．

緒 言

　Cat　 cry 　 syndrome は 第 5 染色体の 短腕 の 部分欠失

に よ る構 造 的異常 を 伴 い ，本疾患 の 臨床的特徴 と し て

は 出生時低身長 ， 低体 重 ，乳児期 の 体重増加不良，子

猫様 泣 き声 と 特有 な 顔貌 ， す な わ ち 後頭扁平 を伴 う小

頭，丸顔，両眼隔離 眼裂外斜下，内眼角ぜ い 皮 ，斜

視 耳介低位 小 下顎症 を呈 す る
1”’S）．声 の特徴は年齢

と と もに 減少 し，顔 も丸顔か ら逆三 角形 の 傾向 と な る，

精神 発達遅滞 の 程度 は IQ2 〜30 と い わ れ て い る が 個

人 差 が著し く，低身長，小頭 は成人 ま で残る とい わ れ

て い る
2・3）．

　 また，顎顔面骨格 の 特徴を 歯科矯 正 学的 に 検討 した

報告 が 少 な く，歯科矯正治験例 に っ い て は み られ な い ．

　今回，著者ら は 暦齢年齢

　　　　精神発達遅滞 を 伴 っ た Cat　cry 　syndrome の

女 児 の 開咬症例 の 矯正 治療 を行 い ，良好 な 経過 な ら び

に 結果 を得た の で ，そ の 形態的特徴 と治 療 に よ る 形態

変化 お よ び心 身障害児 に 対 す る 矯正 治 療 の 問題 点 に つ

い て 検討 し 報告 す る．

症 例

　症例 は 前歯部の 開咬を主 訴 と して 来院 した

　 の 女 子 で あ る ．

　 1 ．既往歴 ：出生時身長 は　　　，体重 は　　　 で

総合病院産婦人 科 に て 正 常分娩 （在胎 38週 と 3 日）で

出生 した ，出生時 よ り嘔 吐 が 激 し く，泣 き声 の 異常，
円 形顔貌，小頭 （頭囲 32．5cm ），第 5指の 側屈指症 が

み ら れ た．染色体検 査 に よ り，第 5 染色体短腕 の部分

欠失 が 認 め られ （図 1），Cat　cry 　syndrome （猫泣 き

症候群）
1”’s）

と診断 さ れた ．出生後 の経過 と し て は 哺乳

力 も微弱 で ， 体重 増加不良 が み られ た ．独歩 は約 1歳
6 カ 月 と標準的 で あ っ た が ，言葉 の 発達 が やや遅 れ て

い た．開咬 に つ い て は乳歯列期 よ りみ ら れ た ．ま た，
小学校は一

般 の 学校 に 通学 をして い た．
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　　　　 図 2　身 長 お よ び体 重 の 推移

　本 図 は 日本 こ ど も資料年鑑 記 載 の 1987年 文 部省

大臣 官房 調 査 統計 課 「学校 保 健統 計調査」 よ り引用

作成 した もの で ある ．
　破 線 が 身長お よ び体重の 推移 を，実線が年間 増 加

量の 推移を示す．

1（1叨
B

｛，

120

9k64ZO

　 2．家 族 歴 ：本疾患 に 関連 し た 家族性 の 異常 な 所見

は 認 め られ ず，不 正 咬合 に 関 す る 家族歴 と し て は 母 親
が 叢生 を 呈 し て い る以 外 に 特記事項 は な か っ た．

　 3．現　症 ：

　 1）全身所見 （図 2 ）

　身長 は　　　　 ， 体 重 が　　　　と 平均値 S り約 2
S．D ，小 さ く．6 歳 か らの 年間増加 量 の 推移 を み て も全

身 の 成長発育 は あ ま り良好 と は い え な か っ た．

　 2）社会成熟度診断 お よ び性格 （図 3）

　社会成熟度診断
9）
で は社会成熟年齢 （SA ） は ，こ の

時点で 3．6歳 と低 く，社会成熟度指数 （SQ ）も 41．9 と

著 し く劣 っ て い る状態 で あ っ た．性格 に 関 し て は比 較

的お と な し い が，音に 対 す る恐怖心 が あ っ た．

　 3 ）局所所見

　　 （1）顔貌所見 （図 4 ）

　正面観 で は 左右対称で あ る が ，両 眼 隔離 と オ トガ イ

部 の 緊張 が み られ，面長 で あ っ た．側面観 で は 下顎 の

後退 と上 下 口 唇 の 突出 が み られ た．

　　（2） 口 腔内所見 お よ び模 型所見 （図 5 ， 6）

　争〜号の 開咬 が み ら れ，overbite は
一2．O　mm ，　over −

jetは ＋ 3，0　mm で ，　 Terminal　 plane は 左 右 と も

vertical 　type ，上 下第
一

大 臼歯の関係は軽度 な II級 で

あ っ た ．9 ，q τ は す で に 齲蝕 に よ り抜歯 され て お り ，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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小
」Ll「

二校
幼 児 園

で1　　　　　　@争1i　　工隻　

　　　　 　 　図3 　社 会 成 熟 度 診 断 プ ロ
フィ

ル 　田 研式社会成熟度診断検 査「田中 教育研究所（日本文化科学社発

） 」 より 引用 し た もの

あ る ．

4 初 診 時

　 び 側 面 観

顔の 正 面 およ 犬 歯 の 萌出スペース はなく ， 前歯 部

叢生がみられ ， 上 下 顎
歯

列 弓に お け る スペース不

が認め ら れた ． 現 在， 萌出 している 永 久歯の歯幅は⊥

丘 が 1S ． 　D ，を 越え て 大 き く，2 、 は 矮小歯で

っ た． また口腔清 掃 状

は著 しく不良であ

た ． 　　（ 3 ） 習 　 癖 　 1 歳から現在 まで指

ゃぶ りがあ り ， 現 在 で は 舌

出癖も 同 時に認めら れた ．

@ 　 （ 4 ） X 線写真所 見 （ 図7 ） 　パノラ マ X 線

真か らは先天欠 如 歯 や歯根 の 短 小な ど の 異 常な所

はみられ な いが ， 側 方 歯 群 で の 永 久歯 萌 出 余 地 の 不

が明 ら か で あった ．一 ヒ 下 第 三 大臼

の 存否 は こ の 時 点 で は 不 明 であ っ た

　 　（ 5 ） セ ファ ロ グ ラ ム 所 見（ 鹵 8 ）

距 離 的計測では前顔面 高 が 大 き く特 に下 顔 面高 が ＋ 2
D 　 D ． を 越 えて 著 し く大き

かっ
た
．上顎 骨 の 前 後

は 大きい 傾
向にあり，一方，一 ド 顎 骨 の 大 き さ は

顎骨 体 長 が一1S ，　 D ． を越え て 小 さか っ た ．

　
歯

系 で は 上 顎歯 列 弓 長 が大 き く

下顎の前歯お よ び 第一大臼歯の高位が認め ら れ た ． 　角度

計測から はFacial 　 angle が わ ずかに一 1S
D ．を越えており， SNB も 小 さ い こ と か ら 下 顎

後 退 が 認められ，また， SNA も大き い傾向
に
ある こ と

ら ， 上下顎 の前 後的 位 置関係 （ ANB ）は9．2uと 著 しい 骨格性の
I

奄   ｦしていた．　Mand ． 　pl ．　angleは 40． 6n と

1S ．　 D ．を越 え て 大き く ， gonial 　angl
ﾍ＋5S ． D ． を越えて大 き い値 を示

ており ， 顎 角 の 開大を伴う steep 　 mand
le であ った ． 　 歯

に おいては上

前歯軸 傾斜 角がとも に大き く ， 唇 側 傾 斜 を示し て

た． 　 4 ．診　断 　叢生 を 伴う 前歯部 開 咬症例で，骨 格 的に

II 級の high 　 angle 　 case で ， 上

前歯の
唇
側傾 斜 を 認 め た ． また，指 し ゃ ぶ D，舌突 出 癖 の習 癖
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図 5　初診時 の 口 腔内状態
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　　　図6 永久歯 の 歯幅計 測 値 　　　犬 歯， 第一 二 小臼

は萌出 した時点で計測を

った． 52　0 ．4　　

D33 ．呂　／ ）．4

　6．066 　｛：1．

　6．8 臼9 　｛：

　　　7．5f ），s　農　

7 ． 4ll

． 丁

〔 16 　　 10 ．6
@ 申位 〔 mm 〕 た ． 　 5 ，治 療方 針 。 方 法

@ 精神 発 達遅滞 と 歯 科 治 療 に対す る恐 怖 心 が あ る こと

か ら ，まず 通 院 に 慣 れ させ 恐 怖 心 を 和 げ るこ とに重点

を お き ， 口 腔 清掃 状態 も 不 良 で あ っ た こ とから ， 当 面

は ブ ラ ッ シ ングの指 導 に努 め るこ と に した ． 矯正治療

に 関 して は ， 固 定 式 の 装 置の 使 用 は 暫く 行 わず， 可 撤

式 の装置 に て 徐 々に矯正治療に 慣らして 行く方 針と し

ｽ ． 装 置と し ては 、 ヒ 顎 前歯 の 舌 側 移動と 舌 突 出 癖と

し ゃぶりへ の 対 応 と し て，

ングク リ ープ付 き の床矯 正 装 置 を 使用 す る ことと

た． 　 叢 生 の 改 善 お よ び歯列 配 列 につ いて は上下

臼 歯 の 抜去 も 含 む マ ルチブ ラ ケ ッ ト装 置 にて治療

行 う 必要 性 は あ る が，ブラッシ ン グ 指 導 に よる効

およ び床 装 置 の使用 状 況 をみ た の ち ， 歯科 治療に

し て の 恐 怖 心

な くなった時 点 で ． 両 親の意向

あ わせ て 再度検討 する こ と とした． 　6，治療経過お よ び治

結果 　 1 ）M ， B ． S ． 開 始 時 ま で の 変化 （ 図9
12 ， 16 ， 表 L2 ） 　当初 の 治 療方針 に 沿っ て

ラ ッ シン グ の指導 を 中 心 に 行 い ， 約6 カ 月 経 過 し

時 点 で 通院 と 術 者に慣 れ て き たと判 断 し，タ ン グ

リ ー プ 付 きの床矯 正 装 置 を 装 着し た ． 主に 上 顎 前

の 舌側 移 動を 目 的に唇 側 線 の 調 整 を行 った． 使 用

況は 良 好 で あ り 約 4 ヵ 月後 に は 上 下 前 歯が咬合し

． ブラ ッシ ン グに関 し て は，母 親 の 管 理 下 に おい

行うよう指示 すると と も に ，齲 蝕 予 防 と し て 本学

児歯科にて 弗 素 塗 布を 定期 的 に 行 っ た ． 　 治療 開

約1 年 後， 矯正 治 療に対 し 協力的 とな り ， 下 顎 歯

弓 の ス ペー ス 保 持のた めの リンガル アーチの 装 着

可 能とな った ．その後， 2 年間アメ リカ へ転出 し

が， 上 顎の床 矯正装置は再製作し，継 続 使用する

う指示した．帰国後　　　　 　　 　の前 歯 部 の 被 蓋

ﾖ 係 は 渡 米する 時 点　 　　　 　 　 　 と大 き な変 化は な

く ， 初 診 時　　　 　 　　 　 か ら 約 4 年 間の セフ ァ ロ

析 に

ける変 化 と して は ，下顎 骨 の 良 好 な 成 長を示し て

たが，
下
顎枝 の 発 育 が 他 の 部位 に比較し て 少 な かっ た ． 　
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て 4前歯 の 舌側移動 を，下顎 に は L ル ープ を組 み 込 み ，

臼 歯部 の 直立 を 行 っ た ．こ の 際，垂直 ゴ ム お よ び II級
ゴ ム を 使用 した ．し か し，本人自身 で は 装着 が 困難 で

あ っ た た め母 親 お よ び 養護学校 の 先生 に 協力 を 依頼 し

た ，治 療期 間 と し て は左 右下 顎 第 二 大 臼 歯 の 直 立 に 約

6 カ 月，抜歯後 の マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置 に よ る 治 療 は

約 1 年 10 カ 月 で 保定 に 移行 し た ．マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装

置 に よ る治療後 の 変化 で は、骨格系 で 前顔 面高 の 増加，

特 に 下顔面高 の 増加 が 認 め ら れ，SNB ，　Y −axis （SN ），
Facial　axis ，　Mand ．　pl．　angle の 所見 か ら，下顎 は後下

方 に 回転 した と判断 した ．

　歯系 で は上 下 臼 歯 は 僅 か な 挺出 を伴 う歯軸 の 直立 が

み られ た．一
方，．ヒ下前歯 で は 挺出 を 伴 う著 明 な 舌側

傾斜 が 認 め られた．さ らに パ ノ ラ マ X 線写真 か らは 下

顎 前歯お よ び第二 小 臼 歯 に 僅 か な 歯根 の 吸収 を認 め

た，

　保定装置 は予後 の 安定 と習癖 の 防止 の た め タ ン グ ク

リープ付 き Begg タ イ プ の もの を使用 した．な お ，下

顎第三 大 臼歯は将来抜歯の 予定で あ る．

考 察

図 7

見

パ ノ ラ マ X 線 写 真 所

に 関 して は Facial　 angle ，　SNB ，　Y −axis ，　Facial　axis

の 所見 か ら 後下方 に 回転 し て ，Mand ，　 pl．　 angle は さ

ら に 増加 を し て い た．歯系 で は 上下顎前歯 と も に 舌側

傾斜が 認 め られ た．

　 2 ） M ．B ．　S．に よ る 治療前後 の 変化 （図 13〜ユ6，表

　 　 1 ． 2 ）

　 マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置装着前 の 口腔内所見 と して は

overbite ＋ 0．5　mm ，　overjet ＋ 3．5mm で ，第
一

大臼歯

の 関係 は 右側 が 1 級，左側 が II級で あ っ た ，下顎第二

大臼歯 の 近心傾斜 が 認 め られ，特 に左側が著明 で ，上

下 顎 歯列 弓 の 著 し い 叢 生 が み られ た ，

　帰国後 も両親 は 矯正 治療 を強 く希望 し，両親の 十分

な 協力を得 ら れ る と の こ と か らマ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置

（エ ッ ジ ワ イ ズ 法） に よ る治療 を開始す る こ と と した．

　上下第
一

小 臼 歯 の 抜去 に 先立 ち ス ペ ー
ス 保持 と固定

源 の 加強 の 目的で 上下顎 に リ ン ガ ル アーチ を 装着 し，

まず左 右下顎第 二 大 臼歯 の 直立 を セ ク シ ョ ナ ル ワ イ

ヤー （．016× ．016） に て 行 っ た ，そ の 間，特 に 患者 は

装置 を 拒絶す る こ と な く経 過 した た め，こ の 時点 で 上

下第
一

小 臼歯 の 抜 去 に 踏 み 切 り，エ ッ ジ ワ イ ズ ブ ラ

ケ ッ ト （サ イ ズ ．018× ．022）を 装着 し た．．014，．016 の

ラ ウ ン ドワ イ ヤー
に て レ ベ リ ン グ を 行 い ，犬 歯 の 遠 心

移 動 は パ ワ ーチ ェ
ーン に よ り行 っ た．そ の 後 ， 上 顎

は ．016x ．022 の ク ロ
ージ ン グ ル ープ 付 き ワ イ ヤ ーに

　 1．Cat　cry 　syndrome に つ い て

　 Cat　cry 　syndrome は 第 5 染色体 の 短腕 の 部分欠失

を み る も の で ，Lejeune ら
fi｝
が 甲高 い 子猫 の よ うな 泣 き

声 と特有 な 顔貌 ，精 神 発 達 遅 滞 な ど の 共 通 症 状 を 見出

し 「Cat　cry 　syndrome 」と 名付け ，
　German ら

7）
が DNA

複製 バ ターン か ら こ の 異常 が 第 5 染色体 で あ る こ と を

確認 し て い る ．

　遺 伝 情 報 と し て 発 生 頻 度 は 1／50 ，0008）

や 1／
20，000〜1／40， 002）と報告 さ れ て い る が ， 1f5，0003）と
い う報告 もあ る．野中

ゆ
は症状が軽度 な もの は 見過 ご

され る こ とが あ り，精神発達遅滞者 に お け る精査 に よ

り頻度は高 くな る と述 べ て い る．

　 男女比 は 5 ：7 で 女子 に 多 く，第 5染色体短腕部分欠

失 （14P ま た は 15P か ら遠位端 まで ）が 全例 に 共通 し

て み られ ．標準型 で は配偶子形成過程 で な ん ら か の 原

因 に よ り短腕 に 切 断が 生 じ，そ の 遠位端が細胞外へ 失

わ れ ，こ の 異常配偶子 と正 常配偶子 が 受精す る こ と よ

り発生 し，約 80〜85％ を 占 め る ．残 ワ の 約 15％ は 遺伝

性 の もの で，モ ザ イ ク，転座，逆位，環状染色体 に よ

る 変異型 で あ り
1・4），家族性 の 転座 に 起 因す る症例 で は

母親由来の もの が 多 い と 言 わ れ て い る
’1’IZ ）

．

　本 症 例 で は特 に 家 族 性 に 関連 す る所 見 は な か っ た こ

と よ り，標準型 と判断 され る．

　本疾患 の 臨床的特徴 と して は 出生時低身長，低体重，

乳 児 期 の 体 重 増 加 不良，子 猫様泣 き声 と特有 な顔貌，

す な わ ち 後頭扁平 を伴う小頭 ， 丸顔 ， 両眼隔離 眼 裂

外斜下，内眼角 ぜ い 皮，斜視 耳介低位，小
一
ド顎症 を

呈 す る．声 の 特徴 は 年齢 と と もに 軽減 し，顔 も丸顔 か

ら逆 三 角 形 の傾向と な る．精神発達遅 滞 の 程度 は IQ

N 工工
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図 11M ．　B ．　S．開始時

　　　 の 正 面お よ び側面 観

の 顔

20〜30 と い わ れ て い る が 個人差が 著 し く，身長 の 増加

は 学齢期 に は 比較的良好 で あ る が，成人 に 達 した 時 の

身長 は平均 よ りや や低 い と い わ れ て い る
U’3｝．

　本症例 で は 出生時身長 な らび に 体重 と も平 均 値 を 著

し く下回 っ て お り，さ らに 以後 の 全身 の 発育状態 も良

好 とは い え な か っ た．ま た，出生 時 は丸顔 で 頭囲 も小

さ く，小頭 で あ っ た．

　本疾患 に つ い て の 臨床報告 と して は，全身麻酔
．
ドで

の 歯科治療
1°’15 ）や 全身的疾患 に よ る 手術時 の 麻酔管理

下 の 問題点
13’14’16

等 の 報告 が み られ る が ，歯科矯 正 学

的 に 検討 さ れた報告 は 少ない ，本症例 で は前 歯部 の 開

咬 を呈 し て お り．顔面高が 大 きく，上顎骨 の 大 きい 傾

向 と下顎骨体長 の 短 小 が 認 め られ た ，ま た，上 顎骨 の

前方位傾 向 と下顎骨後退 が み られ，下顎角，下顎 下縁

図 12　M ．B ．　S．開始時 の ロ 腔 内状 態

表 1 セ フ ァ ロ グ ラ ム 角度 的 計 測 結果

計 測項 目
初 診 時

M ．B ．S．

開始時
動 的 治療 終 了 時

SNA 84．483 ．8 81，8
SNB 75．274 ．2 73．0
ANB 9，2 9．6 8．8

Facial　angle 80．379 ．2 78．6
Mand ．　PI． 4  ．642 ．8 44．7
Y −axis （SN ）

Facial　 axis

LI　 to　 Mand ．
U −ltoSN
Gonial　angle

74．7　　　　　78．6
78．5　　　　　74．2
98．8　　　　　89．3

116 ，1　　　108，2
136．7　　　135．7

80．472

．482
．888
．ll35
．7

単位 （ り

表 2　セ フ ァ ロ グ ラ ム 距離的計測結果

計測 項 日
初診 時

M ．B．　S．
開 始 時

動 的 治療 終 了 時

N −S 65．867 ．8 68．6
N −Me 112．6126 ．3 129．0
N −Ans 50．657 ．2 57．5
Alls−Me 68．975 ．2 78．6
A’−Ptm’ 44．846 ．5 45．5
Is−ls’ 23．728 ．6 30．6
Mo −Ms 16．721 ．2 22．1
Gn−Cd 96．4103 ．6 1  5．工
Po9 ’−Go 60．064 ．9 65．4
Cd −GoIi
−li’

Mo 　 Mi

46．9　　　　49．8
44，8　　　　48．2
30．8　　　　34．0

5D．449
．635

．0

単 位 （mm ）
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図 13　M ・B ．S。で の 治療中の ロ 腔内状態

図 14　 動 的 治 療 終 了 時

　　　 面 お よび 側面観

の 顔 の 正

平 面 の開大 も著 明 で あ り，一
般的な開咬 の 特徴

17’ls ＞
と

II級 の 骨格 を有 して い た．こ れ らの 特徴 は 野中 ら
1° 〉

の

報告例 に お い て もみ られ る．開咬に関し て は習癖 の 関

与 も考 え られ る が ，精神発達遅滞 も伴 っ て い る こ と か

ら，神 経
一

筋 系 の 障害 に よ っ て 起 こ る 舌 の 突 出 の 関

与
’9）

も否定 で き な い ．

　 2 ，治療経過 に つ い て

　
一

般 に 混合 歯列期 の 不正咬合 で は，骨格 的 な 異常 を

有す る場合，まず そ の 骨格的問題 を解決 す る よ う な 治

療方針 が と ら れ る．開咬症例で は
一

般 に 　 high　pull

headgear2°）
や vertical 　chin 　cap21

）
な ど に よ り垂 直的

な 異 常 へ の ア プ ロ
ー

チ が 行 わ れ る ．しか し，こ の よ う

な 装置 は 突発的事故 の 可能性が 大 き い こ と よ り使用を

ひ か え，習 癖 の 排 除 と上 顎 前歯 の 舌側移動 を 目的 に タ

ン グ ク リープ 付 き の 床矯 正 装置 に よ る 治療を行 っ た も

の で あ る ，

　 マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置 装着 ま で の 経年的 な変化 をみ

る と顔面 高は 増加 し，丸顔 か ら 逆 三 角形 の 傾向 に な る

と い う報 告
2）が あ る よ う に，面長 な 顔貌 に な り下 顎 下

縁平面 の 開大 も一
層著明 に な っ て い た ．しか し，前歯

部 で の開咬は再発 を み る こ と もな く経過 した ．こ れ は

前歯部，臼 歯部 と も に垂直的発育 が 良好 で あ っ た こ と

に よ る もの と 推察 され る ．し か し，マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト

装置 に よ る上 下顎 の 歯列配列 に際し て は，顎態 自体 が

著し い 開咬 を 示 して い る こ と よ り，大臼歯 を挺出 きせ

ず直立す る 必要 が あ り
11・IS ｝，常時 垂 直 ゴ ム を使 用 し

た ．

　 こ の 点 に 関 して 患者 と特 に 両親 な ら び に 学校 の 先生

の 十 分 な 協 力 が 得 ら れ た こ とが ，本症例を良好 な 結果

に 導 い た
一

番 の 要因 と 考 え る もの で あ る．今後 は よ り

安定 し た 咬合関係 を維持 さ せ る た め に ，第 三 大 臼 歯 の

抜 去 と舌 突 出 癖 に 対 す る 筋機能療 法 を 含 め た 口 腔 内の

管理 を長期 に 行 う必 要 が あ る と 考 え て い る．

　 3 ．心身障害児 に 対 す る矯 正 治 療 に つ い て

　心身障害児 に お け る歯科治療 は健常者 の 治療 に 比較

し て 困難性が 多 く
ユ 9’22 ’x3 ），特 に 患者 自身 の 協力 と認 識

が 不可欠 と さ れ る矯正治療 に お い て は，よ り困難性 を

増 す もの で あ る，

　そ の矯正 治 療 の 困 難性の 理 由 と し て は，  治療環境

へ の 適応 の 低 さ と 術者 の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 確立 の

困難性，  患者 自身 へ の 矯 正 治療の 動 機づ け の 困難

性 ，   治 療 中の 口腔清掃 の 不十分 ざ   口腔周囲筋 の

異常な 緊張 と弛緩   顎顔面 の 成長発育 の 異常   骨

あ る い は 他 の 代謝異常 や 全身疾 患の 合併な ど，さ ま ざ

まな 要因 が 考 え ら れ る．

　 実際 に 本症例 で も社会成熟度 の 診 断
9｝

に お い て 治療

開始 の 暦齢年齢 （生活年齢）　　　　　 の時点で は，

社会成熟年齢 （SA ）は　　　　　と低 く，社会 成熟度

指数 （SQ ）も 41．9 と著 し く劣 っ て い る状態 で あ っ た ．

通 常，発 達年齢 　　　　　は
一

般 の 歯科治療も健常者

と 同様 の 対応 で は 難 し く，さ ま ざ ま な 工 夫 を要す る 発

達 段 階 と さ れ て い る．

　 本症例 も
一

般 の 歯科治療 に 対 す る 恐怖心 を 経験 して

い た こ と もあ り，矯正 治療 に 対 し て も，当 初 は ブ ラ ッ

シ ン グ の み に 終 始 し，術者 との ラ ポ ール 形成 や 治療環
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図 15 動 的 治 療終 了時 の 口 腔 内状 態

A B

図 16　（A ）：初診 時 と M ，B ．　S．開始時，（B ）：M ．　B ．　S．開始 時 と動 的 治 療終 了 時の

　　　 S
，
SN 平面 で の セ フ ァ ロ グ ラ ム の 重ね 合わ せ

境 に 慣 れ さ せ る こ とに 重点 を お い た、そ の た め 資料採

得 まで に 数 カ 月 を 要 し，矯正 治療 を開始す る まで に 6

カ 月 を 要 した が ，比 較的性格 は お と な し く， こ と ば の

理解能力 が 　　　　　程度 （図 3 ） と術者 との 対話 が

あ る 程度可能 な発達 で あ っ た こ と が 矯 正 治療 を 開始 で

き ， 継続で きた 1 つ の 要因 で あ っ た と 考 え る ．

　ま た，床矯 正 装置 の 使 用 に よ り，開 咬 の 改 善 が 成 さ

れ ，物 を 噛 み 切 る こ と が で き，よ り矯正治療 に 対 す る

必 要 性 を 自分 自身 で 本能的 に 感 じ と っ た の で は と 考 え

る もの で あ る，

　 さ ら に 本症例 で は 当初，抜歯 を行 い マ ル チ ブ ラ ケ ッ

ト装置 に よ る 治療 ま で は不可能 と考 え て い た が， こ れ

ま で の 患者の 矯正 治 療 に 対す る協力状態 や 両親の 強 い

希望 を総 合的 に 検討 して 開始 に 踏 み 切 っ た．Nowaki9 ）

は 障害者 の 矯 正 治療 の チ ー
ム ア プ ロ

ーチ に 際 し，矯 正

歯科医，小児歯科医，口 腔外科医の 歯科 チ ーム や 他 の

専門職 に 加 え，家族，教師，保母 も そ の 重要 な構成要

員 と 考 え，そ の 重要性 を指摘 し て い る．当然 家庭 で

は 両親 ，養護学校 で は 教 師 の 監 視 と 協 力 が 不 可 欠 で

あ っ た が ，良好 な 協力 関係 が 得 られ，開始時 の 予想 を

上 回 る 良好 な 治療 結果 が 得 ら れ た ．社会成 熟度診 断
9｝

は小 学校 低 学年 に 適 応 され る もの で あ る が，治 療 終 了

時　　 　　　　　に 行 っ た 際 に は，仕事 の 能力 の 部分

が 20 点中 13 点 と や や 劣 っ て い た 以外 は 満点 に 近 い も
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の で あ っ た ，

　本症例 の よ うな精神発達遅滞 を伴 う患児 に 対 して 矯

正 治療 を行 う場合 に は，そ の 家族 の 心理 的な負担 や 苦

痛を十分 に 配慮 す る必 要 が あ る．しか し，す べ て の 患

児 に 矯正治療 が 適応 で き る も の で は な く，そ の 障害 の

程度 に よ っ て 判断 す る べ き で あ ろ う．そ し て ，矯 正 歯

科医を中心 と した 歯科医療者側が障害者 の 矯正 治 療 に

対 す る先 入 観 や 認 識 を新 た に し，治 療技 術 の 改 善 ・工

夫 な ど に つ い て 積極的 に 取 り組 む 必要 が あ る と 考えて

い る ．

　 稿 を 終 え る に あ た り ご指 導 ，ご校 閲 を い た だ き ま し た 飯
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